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1. はじめに

おⲔの水ዪ子㝃ᒓ高➼学校（以下，本校）は，2019 年（௧和ඖ）年ᗘに文部⛉学┬よりスーࣃー࢚ࣥ࢖ࢧ

ス࢖ࣁスࢡール（以下，66+）のᣦ定を受け，2025 年ᗘは第ϩ期 2 年目を㏄えた。

2025 年ᗘ 66+ 成果発表఍を 202� 年 � 月 14 日（ᅵ）に㛤ദし，඲国のᩍ⫱関ಀ者，近㞄中学生，༞ᴗ生を

はࡌめとするィ 122 名の方々にご参ຍいただいた。༗前の部はおⲔの水ዪ子大学ㅮ堂（ᚯ㡢堂）を఍場に，2

年生および � 年生の代表生ᚐによるཱྀ頭発表を実施した。生ᚐがྖ఍・㐍行をົめ，ά発な㉁␲応⟅も行わ

れた。༗後の部は高校య⫱館にて，2 年生඲ဨおよび � 年生᭷ᚿによる࣏スࢱー発表を実施した（ḟ㡫のᅗ 1

～4 参↷）。参ほされたᩍ⫱関ಀ者や༞ᴗ生，66+ 㐠Ⴀᣦᑟጤဨ，おⲔの水ዪ子大学࢔ドࣜࢨ࢖ࣂー࣎ードの

ඛ生方から様々な㉁ၥやຓ言をいただいた。また，上⣭生から下⣭生にᑐして研究成果を発ಙするだけでな

く，ලయ的な研究手ἲやࢭࣟࣉスをఏえる場としてもᶵ⬟した。

なお，生ᚐのㄢ㢟研究のࢸーマやෆᐜをまとめた「௧和 7 年ᗘ生ᚐ研究成果㞟」は，おⲔの水ዪ子大学㝃

ᒓ学校ᅬ「ᩍᮦ・ㄽ文ࢹー࣋ࢱース」より㜀ぴྍ⬟である。
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2. 実᪋概要

（1）日時㸸 202� 年 � 月 14 日（ᅵ）9 時 20 分～15 時 �0 分

（2）఍場㸸 大学ㅮ堂（༗前の部）および高校య⫱館（༗後の部）

（�）参ຍ者㸸ᩍ⫱関ಀ者（高校・大学ᩍဨ➼），中学生（㝃ᒓ中学生をྵむ）

本校༞ᴗ生，ಖㆤ者，㐠Ⴀᣦᑟጤဨ，おⲔの水ዪ子大学࢔ドࣜࢨ࢖ࣂー࣎ード，

おⲔの水ዪ子大学大学院生 ➼

（4）༗前の部㸸ཱྀ頭発表ࣟࣉグラ࣒

9�00～ 受付㛤ጞ

9�20～ 㛤఍ᘧ，浅田校長ᣵᣜ，生ᚐによるྖ఍㐍行

9��5～11�05 代表生ᚐによるཱྀ頭発表（8 ௳）および㉁␲応⟅

ձ「ࣔ࢞ࣟࣅࢩࣁのᯈṑᵓ㐀〜ࡑのᶵ⬟ⓗព⩏࡜ᛂ⏝ࡘ࡟いて〜 （ࠖ� 年生）

ղ「Ὑ℆でⴠちるቚỒをసる」（2 年生）

ճ「ࣜࢵࣞࣈトຍᕤによる࣎ࢧニ࢘ス水㌴のຠ⋡໬」（2 年生）

մ「廃Რ⧄⥔の再฼用によるᅵ⣔㸱' 建⠏ᮦᩱのᙉᗘ向上」（2ࢱࣥࣜࣉ 年生）

յ「⫱ඣ中の人がࢧード࢖ࣞࣉスにồめるものは何か」（2 年生）

ն「日本ㄒసရのⓏ場人≀をⱥㄒで表現する方ἲ

〜『ᆓっちࡷん』ࡅ࠾࡟るᙺ๭ㄒのศᯒを㏻して〜 （ࠖ2 年生）

շ「୙ᛌ㡢を฼用した目ぬまし用࢔ラー࣒を㛤発する」（2 年生）

ո「二➼分⥺でᵓ成されるධれ子多ゅᙧのิ」（� 年生）
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11�05～11�20 㛢఍ᘧ

㐠Ⴀᣦᑟጤဨによるㅮホ（ᶓ浜市❧大学≉௵ᩍᤵ ᯇ஭南ඛ生）

生ᚐ代表ᣵᣜ，ㅖ連絡

（5）༗後の部㸸࣏スࢱー発表

12�15～1���0 2 年生඲ဨおよび � 年生᭷ᚿによる発表（ィ 71 ࣏スࢱーを展示）

（�）㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍

1�㸸50～15㸸�0 ༗後の部の⤊஢後，非බ㛤で実施した。

3. にࡾࢃ࠾

本発表఍における成果について，参ຍ者および生ᚐの事後ࢣࣥ࢔ートからᚓられたලయ的なព見に基࡙き，

以下の通りまとめる。

እ部参ຍ者からは，研究の㉁と生ᚐの୺య的なጼ勢にᑐして高いホ౯がᚓられた。༗前のཱྀ頭発表につい

ては，「発表఍に㐺ᗘな⥭張ឤもあり，㑅ばれた研究がお手本となるようなෆᐜだった」「生ᚐの⇕ពとດ力

をឤࡌられた」といったኌが寄せられた。また，㐠Ⴀ㠃についても，「ྖ఍㐍行や‽ഛがしっかりしており，

生ᚐのດ力とᣦᑟの㈷≀である」とのホ౯を受け，本校の᥈究άືが⤌⧊的にᶵ⬟していることが示された。

༗後の࣏スࢱー発表についても，「఍場での㆟ㄽがたいへん᭷ព⩏で，時間が㊊りないとឤࡌるほどであった」

とのᣦ᦬があり，生ᚐとの཮方向の࣑ࢥュニࢣーࣥࣙࢩがά発に行われたことが☜ㄆできた。

発表を行った 2 年生は，発ಙのࢭࣟࣉスを通ࡌて自㌟のㄢ㢟を再ㄆ㆑したことがうかがわれた。ලయ的に

は，「どぬ的に᝟ሗをᩚ理することは，⪺き手にఏえる上で重要」「༢に᝟ሗを㞟めるだけでなく，自分なり

ᅗ 1 ༗前の部，生ᚐのྖ఍の様子 ᅗ 2 ༗前の部，ཱྀ頭発表の様子

ᅗ � ༗後の部，࣏スࢱー発表の様子 ᅗ 4 ༗後の部，࣏スࢱー発表の様子
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に⪃ᐹし，どのようにఏえるかが大ษだと学んだ」といった，表現ᢏ⾡やㄽ理的思⪃に関するẼ࡙きが多く

見られた。また，௚者とのᑐ話についても，「自分には思いつかないどⅬがたくさんあり，Ⰽ々な人のព見を

取りධれる大ษさがわかった」と述࡭ており，ᐈほ的などⅬをᚓるᶵ఍となったことがわかる。

ḟ年ᗘのㄢ㢟研究の୺ᙺをᢸう 1 年生にとっては，ලయ的な展ᮃをᚓる貴重な場となった。「来年ᗘからの

ㄢ㢟研究ϩのゎീᗘが非常に高まった」というព見や，「実験の期間をあらかࡌめ⪃えるなど，時間の౑い方

やィ⏬ᛶが重要だとឤࡌた」といった，実㊶的な研究マ࣓ࣥࢪࢿトのᚲ要ᛶを実ឤするኌが目❧った。また，

「௒までに඲く興࿡のなかった分野を㠃ⓑいとឤࡌ，ゅᗘをኚえた見方があることを知った」「ඛ㍮が自分の

興࿡関ᚰを㐍んで研究していることがఏわってきて，自分もこんな 2 年生になれるよう㡹張っていきたい」

というឤ᝿もあり，上⣭生の多様なࣟࣉ࢔ーチが，下⣭生の᥈究ᚰを่⃭し，どᗙを広ࡆる一ຓとなったこ

とがうかがえる。

本成果発表఍は，እ部からのᐈほ的なホ౯をᚓる場となっただけでなく，生ᚐ間での研究手ἲのఏᢎや᪂

たな知的ዲወᚰのႏ㉳をಁす，本校の᥈究文໬を㇟ᚩする᭷ព⩏なᶵ఍となった。
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